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 ６月７日(水)、５・６校時、３年生は「総合的な学習の時間」で、田君川の「バイカモ」再生を願って、

田君地区の小谷副区長さんのご指導の下、「バイカモ」の苗の植え付け体験をさせていただきました。 

「わぁ、冷たい！」 

「気持ちいい！」 

「よっしゃ、バイカモを植えたぞ。」 

「思ったよりも簡単！」 

と子どもたち。 

小谷副区長さんから教えていただいた通り、張り切

って「バイカモ」の苗を上手に植えていきました。 

「『バイカモ』の成長をさまたげる『オオカワヂシ 

ャ』という雑草も取ってください。」 

と言われると、 

「はいっ！」 

「とったぞぉ！」 

「『バイカモ』を守ったぞっ！」 

と、元気いっぱいの子どもたちでした。 

 みんなの願いが通じて、「バイカモ」が復活して、また以前のような「バイカモ」の花がいっぱいの美

しい景色がよみがえるといいですね‥。小谷副区長さん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

「バイカモ」の再生を願って‥ ～３年「環境体験学習」～ 

<田君川のバイカモ> 

田君川のバイカモは、河口から約４キ

ロ、標高わずか１０数メートルの低地に分

布し、七釜温泉、浜坂温泉の温泉源にも近

いにもかかわらず生息する、全国的にも珍

しい例であり、群落の規模も非常に大きい

ため、学術的価値が高く評価されている。

‥(中略)‥ 

 バイカモは、清流の指標植物とされてお

り、田君川流域の良好な自然環境を反映し

たものである。 

これが「バイカモ」の花です。昨年

度、ちょっとだけ咲いていました。 



 

 

 本年度になって、また新たな「図書ボランティア」の皆さんにお世話になり、毎週木曜日の「朝読書」

の時間に、交代で本の読み聞かせをしていただきます。 

 ６月８日(木)、２年生は、高橋さんに絵本「ニンジンジン」、平

野さんに紙芝居「ねずみきょう」を読んでいただきました。 

「おもしろかったら、笑ってもいいですよ。」 

と優しく話しかけてくださいました。朝子どもたちが学校に来て、

楽しいお話の世界に浸って、心がほんわかできるような時間にして

いただきました。 

 

 その他の学年の読み聞かせも、伊藤さんや大田さんにお

世話になりました。 

これから、田中さん、横田さん、松岡さん、岡田さん、

山口さん、寺谷さんにもお世話になる予定です。いつもあ

りがとうございます。今後も、よろしくお願いします。 

 

 

 

 皆さん、「泰山木(タイサンボク)」の花‥ご存じですか？ 

 私はこれまであまり意識していなかったからか、この度初めて見

ました。体育館のそばに生えている大きな木に白い大きな花が咲い

ています。保護者の皆さんは気付かれていたかもしれませんね。 

「泰山木(タイサンボク)」は、庭木や公園の樹木として植えられ

るモクレン科の常緑樹で、初夏に香りのある白い花が咲き、かつて

は香料の原料としても利用されていたそうです。とても丈夫で、あ

まり手間をかけなくてもぐんぐん育つそうです。 

花言葉は、「前途洋々」、「壮麗」、「威厳」。昔の人々がこの「泰山木(タイサンボク)」に対して、

スケールの大きさと生命力の強さを感じていたことがうかがえます。子どもたちも、この「泰山木(タイサ

ンボク)」のように、強く、大きく、たくましく育って、大きな花を咲かせますように‥。 

 白い花が‥ ～「泰山木(タイサンボク)の花」～ 

図書ボランティアの方にお世話になって‥～「本の読み聞かせ」～ 


